
解答

第１問

解答欄 正解 配点

ア,イ,ウ 2,5,2 2

エ,オカ,キ 5,65,4 2

ク,ケコ,サ 5,65,2 2

シ 6 2

ス 3 2

セ,ソ 4,5 2

タチ 12 2

ツテ 12 2

ト 2 1

ナ 0 1

ニ 1 1

ヌ 3 3

ネ 2 2

ノ 2 2

ハ 0 2

ヒ 3 2

第２問

解答欄 正解 配点

ア 2 3

イウ,エオ -2,44 3

カ.キク 2.00 2

ケ.コサ 2.20 3

シ.スセ 4.40 2

ソ 3 2

タ,チ 1,3(順不同) 2×2

ツ 1 2

テ 4 3

ト 5 3

ナ 2 3

第３問

解答欄 正解 配点

ア,イ 3,8 2

ウ,エ 4,9 3

オカ,キク 27,59 3

ケコ,サシ 32,59 2

ス 3 3

セソタ,チツテ 216,715 4

ト 8 3

第４問

解答欄 正解 配点

ア 2 1

イ 3 1

ウ,エ 3,5 3

オ 4 2

カ 4 2

キ 8 1

ク 1 2

ケ 4 2

コ 5 1

サ 3 2

シ 6 3

第５問

解答欄 正解 配点

ア,イ 3,2 2

ウ,エ,オ 3,5,2 2

カ,キ 2,5 2

ク 5 2

ケ 5 2

コ,サ 5,4 2

シ 1 2

ス 5 2

セ,ソ 5,2 2

タ 1 2
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解説

第１問

(1)

ア～ウ c = 1のとき①の左辺は 2x2 + x − 10となりますので因数分解す

ると(2x+ 5)(x− 2)となります。

(よって①の解は x = −5

2
, 2となる)

(2)

エ～キ c = 2のとき、①の方程式は 2x2 + 5x − 5 = 0となります。解の

公式にあてはめると解は

x =
−5±

√
52 − 4 · 2 · (−5)

2 · 2
=

−5±
√
65

4
となります。

ク～サ α =
−5 +

√
65

4
ですので

5

α
=

5 · 4√
65− 5

=
20 · (

√
65 + 5)

65− 52
=

20 · (
√
65 + 5)

40
=

5 +
√
65

2
と

なります。

シ 8 =
√
64, 9 =

√
81ですので 8 <

√
65 < 9です。ということで

5 + 8

2
<

5

α
<

5 + 9

2
より

13

2
<

5

α
< 7がわかります。

したがって 6 <
5

α
< 7ですのでm = 6となります。

(3) ス ①の解が異なる 2つの有理数であるとき、特に異なる 2つの実数

解をもちますので判別式は正の値です。判別式をDとすると

D = (4c− 3)2 − 4 · 2 · (2c2 − c− 11) = 97− 16cとなりますので

すなわち 97− 16c > 0である必要があります。

またこのとき①の解は
−(4c− 3)±

√
D

4
となりますので

√
Dが 0

でない有理数になる cの個数を求めることになります。

97−16c > 0を変形すると c <
97

16
= 6+

1

16
ですので c = 1, 2, · · · , 6

で検証します。

c = 1, 2は (1),(2)で調べていますので残りを順に調べると
√
Dの

値は
√
49(= 7),

√
33,

√
17,

√
1(= 1)となります。

したがって条件をみたす cは 1,3,6の3個とわかります。
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[2]

(1)

セ,ソ 相互関係から cos2 A+ sin2 A = 1であり 0◦ < A < 180◦ですので

sinA > 0です。したがって

sinA =
√
1− cos2 A =

√
1− 9

25
=

√
16

25
=

4

5
がわかります。

タチ △ABCの面積は
1

2
bc sinAで表されますので代入すると

1

2
· 6 · 5 · 4

5
= 12となります。

ツテ 四角形 ADEB、CHIAはいずれも正方形ですので
̸ BAD = ̸ CAI = 90◦,DA = AB = c,AI = CA = bが成り立ちま

す。

よって ̸ DAI = 360◦ −A− 90◦ − 90◦ = 180◦ −Aとなりますので

△AIDの面積は
1

2
·AD ·AI · sin ̸ DAI =

1

2
bc sin(180◦ −A) =

1

2
bc sinA = 12とな

ります。

(2) S1 = a2, S2 = b2, S3 = c2 ですので S1 − S2 − S3 = a2 − b2 − c2 です。

余弦定理を利用するとこの値は −2bc cosAと表現できます。

ト 0◦ < A < 90◦のとき cosA > 0ですので−2bc cosA < 0です。し

たがって S1 − S2 − S3 は 2負の値となります。

ナ A = 90◦のとき cosA = 0ですので S1−S2−S3は 00となります。

ニ 90◦ < A < 180◦ のとき cosA < 0ですので −2bc cosA > 0です。

したがって S1 − S2 − S3 は 1正の値となります。

(3) ヌ (1)と同様に考えると BE = AB = c,BF = CG = BC = a,CH =

CA = bであり ̸ EBF = 180◦ −B, ̸ GCH = 180◦ −C です。これ

らより

T2 =
1

2
· BE · BF sin ̸ EBF =

1

2
ca sinB

T3 =
1

2
· CG · CHsin ̸ GCH =

1

2
ab sinC となります。

これらの右端をみるといずれも △ABCの面積を求める公式と同

一です。

T1 =
1

2
bc sinAもわかっていますのでT1, T2, T3はいずれも△ABC

の面積に等しいことがわかります。

したがってとくに 3a, b, cの値に関係なく T1 = T2 = T3が成り立ち

ます。

(4) ネ 余弦定理を利用すると ID2 = b2 + c2 − 2bc cos(180◦ − A) = b2 +

c2 + 2bc cosAとなります。
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0◦ < A < 90◦のとき cosA > 0ですのですなわちBC2 < b2+c2 <

ID2 が成り立ちます。

したがって 2ID>BCがわかります。

ノ △AIDの外接円の半径を R1、△ABCの外接円の半径を R0 とお

くと正弦定理により
BC

sinA
= 2R0,

ID

sin(180◦ −A)
= 2R1 が成り立ちます。

いま ID>BCであり sin(180◦ −A) = sinAですので
BC

sinA
<

ID

sin(180◦ −A)
が成り立ちます。

したがって R1 > R0 すなわち

2(△AIDの外接円の半径)>(△ABCの外接円の半径)がわかります。

ハ 同様に△BEF,CGHの外接円の半径を R2, R3 とおくと、A,B,C

いずれも 90◦ より小さいことから R2 > R0, R3 > R0 が成り立ち

ます。

したがって R0 が最小となりますので外接円の半径が最も小さい

三角形は 0△ABCとなります。

ヒ 90◦ < C であるとき GH = a2 + b2 + 2ab cosC < a2 + b2 となり、

AB2 = a2 + b2 − 2ab cosC > a2 + b2 となりますので AB > GH

となり、これより R0 > R3 がわかります。

R1 > R0, R2 > R0はひきつづき成り立ちますので最小はR3とな

り、外接円の半径が最も小さい三角形は 3△CGHとなります。
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第２問

[1]

(1) ア 1 歩で x ｍ、1 秒で z 歩進ので、1 秒で進む長さは 2xzと表され

ます。

(2)

イ～オ ピッチがストライドの 1 次関数ということで係数を a, b とおき

z = ax + bとします。ストライドが 0.05大きくなるとピッチが

0.1小さくなるということですので z − 0.1 = a(x+ 0.05) + bがわ

かります。

これらの差をとると 0.1 = −0.05aですのですなわち a = −2です。

さらに x = 2.05のとき z = 4.70ですので 4.70 = −2 · 2.05 + bと

なります。これを解くと b = 8.80となります。

これよりz = −2x+
44

5
となります。

カ～ク ストライドの最大が 2.40ですので x ≤ 2.40でありピッチの最大

が 4.80ですので z ≤ 4.80です。この z を xであらわした式に直

すと −2x+ 8.80 ≤ 4.80ですのでこれを解くと x ≥ 2です。

すなわち xの範囲は2.00≤ x ≤ 2.40となります。

ケ～サ y = zxとおくと zを xの式で直すことにより y = x

(
−2x+

44

5

)
とできます。これをさらに変形すると

y = −2x2 +
44

5
x = −2

(
x2 − 22

5
x

)
= −2

{(
x− 11

5

)2

− 121

25

}
= −2

(
x− 11

5

)2

+
242

25

となります。yが最大になる場合は
(
x− 11

5

)2

が最小となる場合

です。

x =
11

5
(= 2.2)は 2.00 ≤ x ≤ 2.40をみたしますのでこの値は可能

です。そしてこのとき yが最大となりますので、すなわちx = 2.20

がわかります。

シ～セ x = 2.20のときのピッチは z = −2 · 2.20 + 8.80 = 4.40となり

ます。

ソ y の最大は
242

25
とわかりましたのでタイムは 100 · 25

242
を計算す

ることで求められます。

100 · 25

242
=

1250

121
= 10.33 + 0.01 · 7

121
となりますのでタイムは

310.33となります。
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[2]

(1)

タ,チ それぞれ検証しましょう。

0 第 1次産業は上段、四分位範囲は箱で表される部分です。2000

年度まで後の時点になるにしたがって減少していることが読

み取れます。これは正しいといえます。

1 1990年度と 2000年度は右のひげが長いといえます。これは正

しくないといえます。

2 第 2次産業は中段、中央値は箱にある太線で表されています。

1990年度以降は後の時点になるにしたがって減少しているこ

とが読み取れます。これは正しいといえます。

3 第 1四分位数は箱の左端で表される部分です。1975年度から

1980年度、1985年度から 1990年度は増加していることが読

み取れます。これは正しくないといえます。

4 第 3次産業は下段、第 3四分位数は箱の右端で表される部分

です。後の時点になるにしたがって増加していることが読み

取れます。これは正しいといえます。

5 最小値はひげの左端で表される部分です。後の時点になるに

したがって増加していることが読み取れます。これは正しい

といえます。

ということで1,3が正しくないといえます。

(2) ツ 1985年度は第 1次産業は 0～30、第 3次産業は 45～70の階級に

入っています。これらがちょうどはまっているものは 1のみなの

で、1のヒストグラムがあてはまります。

テ 1995年度は第 1次産業は 0～20、第 3次産業は 50～75の階級に

入っています。この範囲にきているものは 2,4があります。ほかに

同様の階級がはまるものは 2000年度のみです。1995年度と 2000

年度では第 3次産業の中央値が異なる階級に含まれますのでこれ

で検証します。

すると 2は 60以上 65未満、4は 55以上 60未満の階級に中央値

が含まれることがわかります。1995 年度では 55 以上 60 未満の

階級に含まれますので、すなわち4のヒストグラムがあてはまり

ます。.

(3) ト それぞれ検証しましょう。

(I) 第 1次産業と第 2次産業では 1975年度においては負の相関が

みられますが 2015年度では相関がみられません。ということ

で相関は弱くなったといえます。
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(II) 第 2次産業と第 3次産業では 1975年度では相関がみられませ

んが 2015年度では負の相関がみられます。ということで相関

は強くなったといえます。

(III) 第 3次産業と第 1次産業では 1975年度では負の相関がみられ

ますが 2015年度では相関が見えにくくなっています。という

ことで相関は弱くなったといえます。

ということで、あてはまるものは 5(I)誤、(II)正、(III)誤となり

ます。

(4) ナ 得られたデータにおいて第 1次産業の就業者数割合を xi %、男性

の就業者数割合を yi %とすると、図 5における散布図のデータは

(xi, yi)の点を書いていったものといえます。

いま男性の就業者数と女性の就業者数を合わせると全体となる、と

していますので女性の就業者数割合は 100− yi となります。

ということで (xi, 100− yi)の点を書いていったものを選ぶことに

なりますので、全体として縦軸が反転したものを選びます。この

観点から考えるとあてはまるものは2の散布図といえます。
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第３問

(1) (i)

ア,イ 箱Aからくじを引いた場合、はずれくじを引く確率は1−1

2
=

1

2
です。

3回引いたときに 1回だけ当たりになる場合は 3C1 通りあり

ますので確率は 3C1 ·
(
1

2

)1

·
(
1

2

)2

=
3

8
となります。

ウ,エ 箱Bからくじを引いた場合、はずれくじを引く確率が 1−1

3
=

2

3
となります。

同様に計算すると 3C1 ·
(
1

3

)1

·
(
2

3

)2

=
4

9
となります。

(ii)

オ～ク Pw(A) =
P (A ∩W )

P (W )
です。計算すると

Pw(A) =
1
2 · 3

8
1
2 · 3

8 + 1
2 · 4

9

=
3 · 9

3 · 9 + 4 · 8
=

27

59
となります。

ケ～シ Pw(B) =
P (B ∩W )

P (W )
ですので計算すると

Pw(B) =
1
2 · 4

9
1
2 · 3

8 + 1
2 · 4

9

=
32

32 + 27
=

32

59
となります。

(Pw(A) + Pw(B) =
P (A ∩W ) + P (B ∩W )

P (W )
= 1から計算す

ることもできます)

(2) ス Pw(A) : Pw(B) = 27 : 32 =
3

8
:
4

9
となりますので、3比が等しい

ことがわかります。

(3)

セ～テ 箱 Cからくじを引いた場合、はずれくじを引く確率は 1− 1

4
=

3

4
ですので、3回引いたときに 1回だけ当たりになる確率は

3C3 ·
(
1

4

)1

·
(
3

4

)2

=
27

64
となります。

3つの箱からでたらめに 1つ選んだあと引いた 3回のうち当たり

が 1回だけだった、という事象を V とおくと求める確率は PV (A)

であり P (A ∩ V ) =
1

3
· 3
8
, P (B ∩ V ) =

1

3
· 4
9
, P (C ∩ V ) =

1

3
· 27
64
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です。これより

PV (A) =
P (A ∩ V )

P (A ∩ V ) + P (B ∩ V ) + P (C ∩ V )

=
1
3 · 3

8
1
3 · 3

8 + 1
3 · 4

9 + 1
3 · 27

64

=
3 · 8 · 9

3 · 8 · 9 + 4 · 64 + 27 · 9

=
216

216 + 256 + 243
=

216

715

となります。

(4) 箱Dからくじを引いた場合、3回中 1回だけあたる確率は 3C3 ·
(
1

5

)1

·(
1− 1

5

)2

=
48

125
となります。

箱A,B,C,Dそれぞれから3回中1回だけ当たりくじをひく確率をpA, pB , pC , pD

とおき、箱を選び 3回中 1回だけ当たりくじを引くという事象を U と

おくと

PU (A) =
1
4pA

1
4 (pA + pB + pC + pD)

などから

PU (A) : PU (B) : PU (C) : PU (D) = pA : pB : pC : pD が成り立ちます。

すなわち PU (A), · · · , PU (D)の大小は pA, · · · pDの大小と一致するので
これらで比較します。

(3) までで pA : pB : pC = 216 : 256 : 243 がわかっていますので

pB > pC > pA です。

さらに pA =
3

8
=

3 · 16
8 · 16

=
48

128
< pD であり

pC − pD =
27

64
− 48

125
= 3 · 9 · 125− 16 · 64

64 · 125
=

303

8000
となりますので

pA < pD < pC がわかります。

これらより pB > pC > pD > pA となりますので可能性が高い順は

8B,C,D,Aです。
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第４問

(1)

ア,イ 偶数の目が0回、· · ·、5回でた場合、石はそれぞれP0,P8,P1,P9,P2,P10

となります。

すなわち P1 にくる場合は偶数が 2回、奇数が 3回でた場合とな

ります。

(2)

ウ,エ (1)から 5 · 2− 3 · 3 = 1ですのでこの 8倍を①から引くと

5(x− 2 · 8)− 3(y − 3 · 8) = 0となります。

すなわち 5(x− 2 · 8) = 3(y− 3 · 8)です。この値は 5,3を素因数に

もつ整数ですので整数 kを用いて 15kとおくことができます。こ

れを利用することで

x = 2 · 8 + 3k, y = 3 · 8 + 5kとなります。

オ,カ 整数解が 0 ≤ y < 5となるような kを考えましょう。y = 24+ 5k

を代入すると 0 ≤ 24 + 5k < 5となりますので −24

5
≤ k < −19

5
となります。

したがって k = −4

(
= −20

5

)
のときの値が条件をみたしますの

でこれを代入するとx = 4, y = 4となります。

キ 目を出した回数の合計が投げた数ですのですなわち 4 + 4 = 8回

投げることになります。

(3)

ク～コ 15 = 5 · 3ですので偶数の目が 3回出ると反時計回りに 15個先の

点にうつり元の場所に戻ります。

また 15 = 3 · 5ですので奇数の目が 5回出ると時計回りに 15個先

の点にうつり元の場所にもどります。

すなわち偶数の目が 3回だけ少ない、また奇数の目が 5回だけ少

ないならば同じ点に移動するので、これを利用して回数を減らせ

ます。

(2)で奇数は 4回なのでこれ以上減らせませんが、偶数は 4回なの

で 3回だけ減らすことができます。

すなわち偶数が 1回、奇数が 4回の合計 5回で P8 に石が移動し

ます。

(4)

サ,シ 偶数が 3回以上、または奇数が 5回以上出た場合は (3)の考えで

回数を減らせますので、最小回数が最も大きくなる場合は偶数が
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2回、奇数が 4回の場合となります。

これを考えて偶数の出た回数、奇数の出た回数に応じて到達する

点を表にすると以下のようになります。
偶数 ＼奇数 0 1 2 3 4

0 P0 P12 P9 P6 P3

1 P5 P2 P14 P11 P8

2 P10 P7 P4 P1 P13

これらより、最小回数が最も大きいのは 3P13であり、その回数は

6回であるとわかります。
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第５問

ア～イ ADは ̸ BACの二等分線ですので AB:AC=DB:DCが成り立ちます。

AB=3,AC=5ですのですなわち DB:DC=3:5です。

これより BD =
3

3 + 5
· BC =

3

8
· 4 =

3

2
がわかります。

ウ～オ AB2 + BC2 = 25 = AC2 ですので△ABCは ̸ ABC = 90◦ の直角三角

形です。

したがって ̸ ABD = 90◦ なので AD2 = AB2 +BD2 が成り立ちます。

よって AD =

√
32 +

(
3

2

)2

=
3

2

√
22 + 1 =

3
√
5

2
がわかります。

カ,キ ADが ̸ BACの二等分線であることから ̸ BAD = ̸ EACがわかりま

す。

また B,Eは円 Oの弧 AC上にきますので ̸ ABD = ̸ AECです。

したがって△ABDと△AECが相似であることがいえるので

AB:AD=AE:ACがわかります。

これより AE =
AB ·AC

AD
= 3 · 5 · 2

3
√
5
= 2

√
5がわかります。

ク 円 Pは辺 ABと ACに接するので直線 APは ̸ BACを二等分していま

す。すなわち Pは直線 AD上にきます。

円 Pの辺 ABにおける接点を Hとすると ̸ AHP = ̸ ABDにより HP

と BDは平行となり、これより AP:AD=HP:BDがわかります。

HP=rなので AP =
AD ·HP

BD
=

3
√
5

2
· r · 2

3
=

√
5rがわかります。

ケ 円 Pと円 Oは内接しているので F,P,Oは同一直線上にきます。した

がって線分 FGは外接円 Oの直径です。

また△ABCは ̸ ABC = 90◦ の直角三角形でしたので辺 ACも外接円

Oの直径となります。

よって FG=ACなので PG = FG− PF = 5− rがわかります。

コ,サ 線分 AEと線分 FGの交点が Pであることがわかりましたので方べき

の定理 AP · EP = FP ·GPが利用できます。

EP = AE−AP = 2
√
5−

√
5rですので代入して

(
√
5r) · (2

√
5−

√
5r) = r(5− r)となります。これを整理すると

4r2 − 5r = 0となりますので、r ̸= 0よりr =
5

4
がわかります。

シ 内接円の半径を sとすると面積の公式から
1

2
· 3 · 4 =

1

2
· s(3+ 4+ 5)が

わかります。これより s =
3 · 4

3 + 4 + 5
= 1がわかります。
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ス 内接円と辺 ABとの交点を Kとおくと、Qが直線 AD上にくることか

ら (2)と同様に AQ:KQ=AD:BD=
√
5 : 1がわかります。

これより AQ =
√
5KQ =

√
5がわかります。

セ,ソ 辺HPと辺BDが平行であることがわかっていますのでAH:HP=AB:BD=2:1

です。

これより AH = 2 ·HP =
5

2
がわかります。

タ AH ·AB = 3 · 5
2
=

15

2
, AQ ·AD =

√
5 · 3

√
5

2
=

15

2
,

AQ ·AE =
√
5 · 2

√
5 = 10です。

したがって AH ·AB = AQ ·AD,AH ·AB ̸= AQ ·AEが成り立ちます。

これはすなわち 4点B,D,H,Qは同一円周上にくるがB,E,H,Qは同一円

周上にこないことを表しています。

したがって正しいものは 1(a)正、(b)誤となります。
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所感

数学ⅠＡは比較的大きく変化しています。特に集合と論理が出ていないの

が大きいです。

第１問

[1]

数と式に関する問題です。対話文とかはありますがセンターとの差はあま

りないです。

[2]

例年では第２問 [1]となっていた、図形と計量に関する問題です。

考えている図は有名中学入試に出てきそうなものを使っています。

面積を余弦定理に結び付けたりと、多くの公式を動員する必要があり、かな

り手がかかると思います。

第２問

[1]

本科目で最大の変化といってよい、身の回りの事柄を利用した問題です。

全体的に読み解きがうまくいくかどうかが影響します。

[2]

データの分析に関する問題です。これまでのセンター試験と同じく、設問

数が少ないながら細かい検証が色々と必要になる、面倒なものがそろってい

ます。

第３問

場合の数と確率に関する問題です。

対話文を読み解くだけでなく大きな数の計算も必要となる、難度の高い設問

です。問題数も少ないので間違えると痛いです。
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第４問

冒頭は確率の要素があるように見せかけた、整数に関する問題です。確率

に苦手意識があると大変です。

(2)あたりまではセンターと大差ありませんが (3)以降は思考力が問われます。

第５問

平面幾何に関する問題です。

図を作っていくと非常に複雑になってしまいますが下手に減らすこともでき

ないので下手すると頭に思い浮かべるのがまし、なんてこともありそうです。
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